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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
技 術 科 な ど 自 然科 学 の多 く の 分 野 で は制 作 例や 実 験 例 が 重 要で あ る。 こ う し た 制 作例 や 実験 例 を テ

キ ス ト と し て 入力 し 、意 味 的 に 適 合 する 学 習指 導 要 領 ／ 同 解説 の 該当 個 所 を 提 示 （出 力 ）す る 自 然

文 検 索 AI が で き れ ば 、教 員 志 望 の 本 学学 生 への 教 育 に 有 用 であ る 。特 に 学 習 指 導 要領 ／ 解説 内 の 根

拠 を 提 示 で き る指 導 案作 成 や 教 科 横 断的 な 視点 の 涵 養 に 役 立つ 。 令和 4 年 度 の 若 手 教 員 等研 究 支 援

費 で 、 こ の 自 然文 検 索 AI の 研 究 を 行 っ た 。 この研 究 は 、 制 作 例に 対 して 、 適 切 な 該 当箇 所 が表 示 さ

れ な い 精 度 の 低さ が 課題 と し て 残 っ てい た 。そ こ で 、 本 研 究で は この 自 然 文 検 索 AI の 高 精度 化 を 目

的 と し た 研 究 を行 っ た。 本 研 究 は 「 ChatGPT など 生 成 系 AI 使 用 に お ける 注 意 」 と 題 する 令 和 5 年 5

月 10 日 に 学 長 名 で 全 学生 ・ 教 職 員 宛 に発 信 され た 文 書 に 、 完全 に 適合 す る 。  

ま ず 、 自 然 文 検 索 AI につ い て の 国 際 会議 発 表を 教 育 AI の ト ッ プ 国 際会 議 （ 予 稿 集 は全 て 査読 付

き ） で あ る AIED 2024（東 京 開 催 ） で ポス タ ー発 表 を 行 っ た 。 AIED は 国 際 会 議 で あ るが 、 2023 年 は

東 京 開 催 で あ った た め、 機 会 を 活 か して 旅 費等 の 面 で 効 率 的な 国 際会 議 発 表 が 行 えた 。 ポス タ ー 発

表 を 通 じ て 、 イタ リ アの 教 育 制 度 を 担当 し てい る 研 究 者 や 、東 京 の教 育 AI の 研 究 開 発 を 行っ て い る

企 業 研 究 者 な どと 有 意義 な 議 論 が 行 えた 。 この た め に 、 国 際会 議 参加 費 を 支 出 し た。  

生 成 AI の 研 究 が 様 々 な情 報 系 の 研 究 コミ ュ ニテ ィ で 行 わ れ るよ う にな っ て き た 。 情報 系 の研 究 コ ミ

ュ ニ テ ィ は 、 どこ も 、基 本 的 に は 国 際会 議 論文 に 厳 し い 査 読が つ き、 最 新 の 研 究 論文 は 査読 付 き 国

際 会 議 論 文 と して 発 表さ れ る 。 そ の ため 、 情報 系 の 様 々 な トッ プ 国際 会 議 に オ ン ライ ン 参加 を 行 っ

た 。 具 体 的 に は、 ユ ーザ イ ン タ ー フ ェー ス のト ッ プ 国 際 会 議で あ る CHI や 自 然 言 語 処 理 の トッ プ 国

際 会 議 で あ る EACL 等 であ る 。 ま た 、 国内 の 生成 AI へ の 情 報 収 集 を 学会 誌 な ど の 入 会特 典 を通 じ て

行 う た め に 、 生 成 AI 技術 を 活 用 し た 研究 が 登場 し そ う な 国 内学 会 に入 会 し た 。 以 上に よ り、 最 新 の

生 成 AI に 関 す る 研 究 動向 を 把 握 す る こと が でき た 。  

ま た 、 本 研 究 の遂 行 には 、 訓 練 デ ー タを 生 成す る AI を 動 作 さ せ る ため 大 容 量 GPU メ モ リ を持 ち Ada

ア ー キ テ ク チ ャを 持 つ高 速 な GPU ボ ー ド を 搭載 し た 計 算 機 が必 要 とな る 。 こ の た め、 予 算内 で 購 入

可 能 な RTX4090 （ GPU メ モ リ 24GB） を 搭 載 した 計 算 機 を 購 入し た 。生 成 AI に 用 い る 計 算 機は 年 度

内 の 高 性 能 な 新製 品 が出 る 場 合 が あ るこ と 等を 考 慮 し て 価 格動 向 を注 視 し て 教 育 研究 経 費と 合 算 執

行 す る な ど し て効 率 的な 予 算 執 行 を 行っ た 。研 究 発 表 は 令 和 7 年 度を 予 定 し て い る。 具 体的 に は 、

令 和 7 年 3 月 に 立 命 館 大 学 大 阪 い ば らき キ ャン パ ス で 開 催 され る 情報 処 理 学 会 2025 は 本 報告 書 の 執

筆 時 点 で ハ イ ブリ ッ ド開 催 を 継 続 す るこ と が決 定 し て い る ため 、 こち ら に オ ン ラ イン 参 加を す る こ

と に よ り 、 旅 費等 の 支出 な し に 研 究 成果 を 発表 す る 事 が 可 能と な る予 定 で あ る 。  

ま た 、 生 成 AI の 計 算 資源 と し て は 、 動作 さ せら れ る 時 間 に 限り が ある が 、 Colab Pro や ChatGPT 

Plus な ど を 利 用 す る 手段 も あ る 。 こ れら に つい て も 並 行 し て用 い るこ と で 、 効 率 的に 研 究を 進 め る

こ と が で き た 。  

 

【研究成果発表方法】 
Yo E hara .  “A Support  System to  Help  Teachers  De sign C ourse  Plans Conforming to Nat iona l  
Curr iculum Guidel ine s”,  In  Proc .  of  AIED 2023 poster  paper.  
江原遥. 生  成  系  AI の  出  力  を  訓  練  デ  ー  タ  と  し  て  用  い  た  自  然  文  検  索  

AI の  高  精  度  化 , 情報処理学会 2025 投稿予定. 

 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


